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Project 

㉓ 
地域協働専攻 

地域政策グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

道南地域くらし応援プロジェクト 

【メンバー】 [学   生 ]  町田 京介/倉見 乙楓/小柄 篤志/佐藤 悠/下屋敷 怜也/高谷 綺良 

平石 悠/宮本 ななみ 

[担当教員]  畠山 大/藤井 麻由 

 

【背景】 

ミニコミ誌「MIMIZ」の発行を通じて、地域における学生や若者とミドル・シニアとの交流・協働を活性化し、

ひいては、若者の地域における就業・起業・定住を促進することに貢献する。 

 

【目的】 

①現場に密着して地域を見る。 ②物事を掘り下げて見る。 ③「土」（＝地域）を作り、地域の「土」となる人

材を育成する。④自分たち自身が地域にとって有為な人材となることを目指す。⑤いつも前向きである。 

 

【概要】 

函館の中で、特に雑誌の記事として取り上げるべきものを大学生の視点で探し、それを記事にして多くの

人に読んでいただくことで函館地域の活性化への貢献を目指す。 

 

【プロセスと成果】 

前期は、コロナ禍の状況での活動ということもあり、Zoomを活用した話し合いが多かったが、そこでの話し

合いは対面とは異なり消極的になってしまった。取材は状況に応じて電話やメールで行うなど、臨機応変な対

応で取材に取り掛かり、情勢が徐々に改善されると、現地に取材に行くこともあった。雑誌は練習を兼ねて電

子版のみの発行とし、雑誌構成の計画、Wordでの作成など慣れないことをメンバー同士で補完し合い、グル

ープワークとして十分に取り組み、7月に完成、発行となった。その際Googleフォームのアンケートを雑誌に掲

載したことで、読者から記事に対する意見や感想を頂き、後期の活動で重宝する材料となった。 

 後期では、前期の反省（実際にもっと現地に足を運んでみたい、さらに地域と密着していきたい、より多くの

方に見てもらえるような工夫）を踏まえて活動が始まった。早い段階で企画が出来上がり、取材先へのアポ取

りがスムーズになり、また情勢が改善されてきたこともあり実際に足を運べるようになった。また、学生間での

意見交流が前期よりも盛んになり、良いものを作りたいという意欲が感じられ、充実した話し合いをすることが

できた。後期は電子版に加え紙版の発行も試み、多くの読者に読まれている。 

今期の工夫として既存のInstagramの他に、新たにTwitterの開設、ラジオでの情報発信、新聞社からの取

材などSNSや各種メディアを積極的に活用して記事の宣伝や活動を知ってもらうよう努めた。 

合わせて2冊の雑誌を作ることで、雑誌を作る能力の向上やアポ取りの想定など前期の反省等を活かした

取り組みが全体、個人でも行うことができ、この活動を通してさまざまなスキルを培うことができた。これらの経

験を今後の学習、生活で活かしていきたい。 

【企画を話し合っている様子】 【企画を話し合っている様子】 
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【総括と反省・今後の課題】 

雑誌を作るという活動を通して、人と人とのコミュニケーションの大切さ、繋がりがあってこの活動が実行で

きていることを強く感じることができた。雑誌を作る人の立場に立つことができ、1つの雑誌を作るのにさまざま

な人と交流し、試行錯誤する苦労をこの経験を通して知ることができたと思う。 

前期の経験や反省を後期では十分に活かすことができ、ＳＮＳを駆使していくなど自分たちにできることを

考え、実行するまで余裕ができたのも前期の経験があったからである。 

Ｚoomを活用し、コロナ禍でも活動を止めることなくSlackなどを使って円滑なコミュニケーションを取ることに

努めていたが、反応の薄さから連絡が伝わっているのかいないのか分からない状況になることも多かった。改

善をするために反応ボタンを押すことが定着していき、非対面の不安を解消することに繋がっていったと思う。

また、オンラインに慣れてくるとデザインや雑誌の共有はZoomやSlack上の方が効率良く伝達することを知り、

オンライン上でも上手くコミュニケーションを取ることができるようになった。今後もコロナ禍に関わらず効率が

良ければオンラインを活用することがあっても良いのではないかと思う。 

読者からの反応や意見を得るためにGoogleフォームを導入し、前期では貴重な意見や感想を得ることがで

き、後期に活かすことができた。後期分はまだ集計中であるが今後に活かしていきたい。また、SNSを通して

プロジェクトを認知していただく機会が増え、興味を持ってくださる方が多かった。自分たちの強みを活かしつ

つ読者のニーズに応えられることが重要である。また、オンライン上のやり取りに改善は見られたが、もう少し

反応を早くすることや、自分の意見を主張しつつグループでの協働を活性化することが今後の課題である。 

【地域からの評価】 

 

Google フォームのアンケートでは電子版を

見て下さった方を対象に回答を呼びかけ、合

計 25 件の意見・感想を頂くことができた。「知

らないことを知ることができて楽しかった」「色

使いやデザインの工夫が施されていて、見て

いてとてもワクワクするような内容だった」など

好評の結果を得ることができた一方、「幅広い

年代に閲覧されることを望むのであれば，な

るべく文章の量を抑えて写真の量を増やした

方がいい」「背景と同化していて読みにくい点

があった」など今後の活動全体に活かせる意

見も得ることができた。 

成果報告会では、「道南の知らない魅力を

知ることができ、大学生の目線からより魅力

的に伝えられる部分もあるのかもしれないと

感じた」「地域活性のためのとてもよいプロジ

ェクトであると思った」など多くの学生から評価

していただいた。 

これらは取材に応じてくださった皆様、アン

ケートに協力してくださった皆様のお力添えの

おかげであり、深く感謝しております。 

【その他】 

年間スケジュール 
前

期 

4月  8日 第 1回 「オリエンテーション」 

4月 15日 第 2回 「テーマについて議論」 

4月 22日 第 3回 「企画絞り込み」 

5月  6日 第 4回 「取材準備」 

5月 13日 第 5回 「個人のデザインについて議論」 

5月 27日 第 6回 「表紙・裏表紙について議論」 

6月  3日 第 7回 「サブタイトル決定」 

6月 10日 第 8回 「フィードバックについて議論」 

6月 17日 第 9回 「表紙決定」 

6月 24日 第10回 「各自原稿完成」 

7月  1日 第11回 「原稿の確認・校正」 

7月  8日 第12回 「編集後記作成」 

7月 15日 第13回 「最終確認」 

7月 29日 第14回 「6号完成」 

後

期 

10月  7日 第 1回 「活動開始・編集長交代」 

10月 14日 第 2回 「各自案を提出・各役職確認」 

10月 21日 第 3回 「サブタイトルについて議論」 

10月 28日 第 4回 「全体構成の決定・取材準備」 

11月  4日 第 5回 「記事制作開始」 

11月 11日 第 6回 「表紙について議論」 

11月 18日 第 7回 「プレスリリースの確認」 

11月 25日 第 8回 「本誌設置の場所確認」 

12月  2日 第 9回 「各自記事の確認」 

12月  9日 第10回 「各デザインの確認」 

12月 16日 第11回 「編集後記作成」 

12月 23日 第12回 「アポ取り完了」 

1月  6日 第13回 「各自記事完成・校正」 

1月 13日 第14回 「通しゲラ完成」 

1月 20日 第15回 「北海道新聞社より取材」 

1月 27日 第16回 （予備） 「ラジオでの宣伝、7号完成」 

1月 29日 電子版発行 

2月中 紙版発行、各施設に設置 

 


